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問�

　

市
内
小
中
学
校
ご
と
に

お
け
る
衛
生
委
員
会
の
設

置
と
開
催
状
況
の
実
態
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

各
小
中
学
校
で
は
、
副

校
長
を
衛
生
推
進
者
に
選

任
し
、
学
校
独
自
で
組
織

し
て
い
る
衛
生
委
員
会
や

毎
月
の
職
員
会
議
で
、
業

務
や
環
境
の
改
善
に
関
す

る
意
見
を
聴
く
機
会
を
設

け
る
と
と
も
に
、
ノ
ー
残

業
デ
ー
を
設
け
る
な
ど
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。問�

　

衛
生
委
員
会
等
が
開
催

さ
れ
、
整
理
さ
れ
た
課
題

に
つ
い
て
解
決
策
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

学
習
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
か
ら
の

連
絡
の
あ
っ
た
都
度
、
対

応
に
つ
い
て
検
討
し
、
可

能
な
限
り
即
時
対
応
し
て

い
る
が
、教
職
員
の
多
忙
、

負
担
の
軽
減
に
関
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
今

後
重
点
的
に
、
か
つ
、
長

期
間
の
ス
パ
ン
で
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
た

め
、
教
育
委
員
会
と
学
校

現
場
と
が
連
携
し
て
対
応

し
て
い
く
。

問�

　

小
中
学
校
全
体
で
改
善

に
向
け
て
、
議
論
す
る
組

織
の
設
置
が
必
要
で
は
な

い
の
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

教
育
委
員
会
と
学
校
教

職
員
に
よ
る
「（
仮
称
）

教
職
員
の
多
忙
負
担
軽
減

対
策
等
検
討
委
員
会｣

の

設
置
を
準
備
中
。
３
月
中

に
校
長
会
、
副
校
長
会
な

ど
に
委
員
の
推
薦
を
依
頼

し
、
平
成
30
年
度
か
ら
対

応
策
を
検
討
実
施
し
て
行

き
た
い
。

問�

　

今
年
の
教
職
員
の
月
平

均
超
過
勤
務
の
実
態
は
、

昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
に

あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ

れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き

て
い
る
対
策
と
平
成
30
年

度
に
向
け
て
の
改
善
方
針

は
。

答
（
教
育
長
）�

　

現
在
実
施
し
て
い
る
教

職
員
の
負
担
軽
減
に
関
す

る
取
り
組
み
は
、

①
学
校
事
務
職
員
に
よ
る

事
務
の
共
同
実
施

②
就
学
時
健
診
の
保
育
所

等
と
の
合
同
実
施

③
学
校
給
食
費
の
公
会
計

化④
学
校
集
金
の
郵
便
振
替

の
導
入

で
あ
る
が
、
文
部
科
学
省

が
示
す
、「
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
」
は
、
教

職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る

こ
と
で
、
教
職
員
一
人
ひ

と
り
の
更
な
る
成
長
に
資

す
る
と
と
も
に
、
最
終
的

に
は
、
子
ど
も
達
の
心
身

の
健
や
か
な
成
長
や
学
力

の
向
上
に
つ
な
が
る
、「
生

き
る
力
」
を
育
む
た
め
の

重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏

ま
え
、
よ
り
一
層
学
校
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

検
討
、
実
施
し
て
ま
い
り

た
い
。

学
校
現
場
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
は
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一問一答方式

問�

　

全
国
的
に
所
有
者
不
明

の
土
地
等
が
増
加
傾
向
に

あ
り
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
向
う
10
年
間
の
新
た

な
森
林
整
備
計
画
が
ス
タ

ー
ト
す
る
が
、
遠
野
市
林

業
行
政
の
展
望
は
。

答
（
市
長
）�

　

私
有
林
面
積
約
３
２
４

２
７
ha
の
内
、
相
続
人
が

存
在
し
な
い
た
め
固
定
資

産
税
が
徴
収
で
き
な
い
森

林
面
積
は
約
20 

ha
（
０
・

６
％
）
で
あ
る
。
平
成
31

年
度
か
ら
の
（
仮
称
）
森

林
環
境
譲
与
税
制
度
に
よ

り
所
有
者
不
明
森
林
の
整

備
を
推
進
す
る
。

　

林
業
・
木
材
産
業
に
お

け
る
木
材
好
循
環
を
形
成

す
る
た
め
、
山
の
維
持
管

理
コ
ス
ト
等
の
課
題
対
策

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
松

く
い
虫
被
害
の
拡
大
防
止

の
た
め
樹
種
転
換
を
行
っ

て
い
る
が
、
ナ
ラ
枯
れ
被

害
も
拡
大
し
て
お
り
、
市

内
の
一
部
が
被
害
危
険
区

域
に
入
っ
た
。
早
期
情
報

収
集
で
被
害
防
止
に
取
り

組
む
。　

問�

　

原
木
し
い
た
け
栽
培
で

未
だ
ホ
ダ
木
の
処
分
が
続

い
て
い
る
。
原
木
供
給
地

も
含
め
た
改
善
と
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）�

　

出
荷
制
限
一
部
解
除
者

は
25
名
で
、
原
木
供
給
全

体
の
約
半
数
は
国
有
林
や

市
有
林
で
あ
る
、
原
木
伐

採
時
に
放
射
性
物
質
濃
度

の
検
査
を
実
施
し
、
徹
底

し
た
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

問�

　

市
内
建
設
業
を
取
り
巻

く
将
来
見
通
し
を
ど
の
よ

う
に
認
識
す
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
、
復
興
工
事
で
市
内

建
設
業
者
は
活
躍
し
て
い

る
。
東
北
横
断

自
動
車
道
で
も

市
内
業
者
が
元

請
・
下
請
け
業

者
と
な
っ
て
工

事
が
進
み
、
現

在
85
％
が
供
用

済
み
で
平
成
30

年
度
全
線
供
用

開
始
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
国
が

進
め
る
働
き
方

改
革
へ
の
対
策

と
し
て
、
生
産

性
の
向
上
を
図
る
た
め
新

し
い
技
術
の
採
用
も
検
討

し
、
市
内
業
者
に
不
利
益

を
生
じ
さ
せ
な
い
も
の
を

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
余
裕
あ
る
工
期
の
設

定
や
現
場
代
理
人
の
兼
務

承
認
の
実
施
な
ど
、
建
設

事
業
の
課
題
解
決
と
建
設

工
事
等
の
平
準
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

多田 勉  議員
（躍進とおの）

所
有
者
不
明
森
林
が

20 

ha
に

建
設
工
事
等
の

平
準
化
に
取
り
組
む

一問一答方式

災害復旧の早期完成に向けて（土淵町下栃内橋）

部活動指導員の導入により、多忙負担の軽減が期待される

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


